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(C rOs) 9- 配置 の C r3+ イオ ンの電子状塵 とスピン構造は酸素の
八面体配置 の歪み に強 く依存す るB特 にその歪みが三方対称 を有す る場合に
は､励起準位 を通 してのス ピン ･軌道相互作用 によって第一励起準位 2E
のス ピンの向きは三方軸方 向に固定 され る｡ このような､イオンが結晶中に
孤立 して いる'にもかかわ らず ス ピンの横成分 を持ち得ない､.スピン ･三方宕
晶専有台状愚 はル ビーでのみ実現 していることが知 られてお り､堀 らによっ
て顕著 なパ ッシェン ･バ ック効果 が強磁場下で観測 されている｡
一方 ,各種 のガーネ ッ トでは八面体配置 の歪みが三方対称成分の他 に要
に強 い低対称成分 も含 んでいる｡回転対称性 の消失はスピンの横成分 を回復
させ ー通常 のほぼ等方的な常磁性 を誘起す ることになる｡そこでわれわれは
これ まで,高圧 と強滋等 の複合 によって新 しい電子物 性 を見出す試みの一環
として､最高 60kbarの静.水高圧下 におけるア レキサン ドライ ト (Be
A 120.:C r3+) につ いて発光 スペ ク トル の強磁葛ゼーマン効果の測定 を
行って きた｡
高 い静水圧 の印加 は結 晶場 の対称性 を実効的に向上させ る｡そのため､
2E準位 のス ピンの g値 と微細構造定数 は加圧 によって変化す る｡これ らの
結果 を最近測定 したゼ-マ ン吸収 スペク トル の偏光選択則 と併せて給食的に
解析 した結果 ､図 1に示す ように,2E準位 のスピン状感は圧力増大 と共 に
連続的 に異方性 を増 してゆきーおよそ 150kbarで上述のスピン ･三方
結晶葛話合状愚 に移行す るもの との予見 を待 た｡研究会ではこの解析の詳細
を報告す る｡
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